
快適な運用環境を
最適なコストで実現
Rubrikを
データ保護ソリューションとして選んだ理由

コニカミノルタ

最適コスト
初期費用・運用費用ともに適切

1時間半
基幹システムの

クラウドバックアップ時間

UIの向上
バックアップ実施結果がひと目でわかる

課題
旧ツールの保守期限が迫っている
快適な運用環境を保ちたい
移行コストを極力抑えたい

ソリューション
旧ツールの運用環境を保ったまま
Rubrikに移行
最適な導入・運用コストを提案
バージョンアップへの対応をサポート

結果
快適な運用環境を最適コストで実現
基幹システムのバックアップが1時間
半で完了
ダッシュボード上ですべてのバック
アップ結果が確認できる

画像や色を核にしたイメージングの技術を生かし、複合機やカラーデジタル印刷機、
デジタルX線画像診断システムなどの多彩な製品・ソリューションを提供するコニカ
ミノルタ。磨き上げてきたイメージングの技術力を基盤として、社会課題の解決に貢
献し、社会とともに成長する会社を目指しています。そのコニカミノルタグループに
おける共通ITの導入・保守・運用を担当するのが、コニカミノルタ情報システムです。

コニカミノルタは、グループが利用する基幹システムのデータバックアップツールの
保守期限が迫っていたことから、別製品への移行を決定。選定を依頼されたコニカミ
ノルタ情報システムは、複数の製品を検討した中から、Rubrikを選びました。選定に
当たって最も重視したのは、使い勝手がよかった旧ツールとそん色のない運用環境や
パフォーマンスを実現すること。それも、できる限り初期費用や運用コストを抑えた
状態で移行できることが重要なポイントでした。

Rubrikはこれらの条件を満たすソリューションとして、2023年4月にコニカミノル
タから選ばれました。Rubrikを使って日々のバックアップを管理しているコニカミノ
ルタ情報システムは、使いやすさに満足しているようです。

社名
コニカミノルタ株式会社

URL
https://www.konicaminolta.com/jp-ja/ 

業界
精密機器

従業員数
4,269名（連結　40,015名）
※2024年3月31日現在



コニカミノルタはいまから約7年前、グループ内の基幹システムのデータをバック
アップするためのツールを刷新しました。

「従来は基幹システムごとにバラバラのツールを利用していたので、管理がとても
面倒でした。それを一本化するためにバックアップツールを入れ替えたのです」
と経緯を説明するのは、コニカミノルタ IT企画部 グローバルITインフラグループ 
グループリーダー（部長）の今野史子氏です。

ツールを刷新した結果、バックアップの管理業務は格段に効率化しました。コニカ
ミノルタは非常に満足していましたが、とある事情で、このツールの保守が継続さ
れなくなることが決まりました。せっかく築き上げた理想的な運用環境を失いたく
ないと考えたコニカミノルタは、旧ツールと同じ構成を保ち、同じパフォーマンスを
発揮できる別のソリューションに入れ替えることを決定。製品選びが始まりました。

CASE STUDY　コニカミノルタ

課題
保守期限が迫っていたバックアップツールを
同じ構成のまま別のソリューションに入れ替えたい

旧ツールと同じ構成で、同じパフォーマンスを発揮できるソリューションであることが
選定の第一条件でした。
そのうえでROIが最も高いツールを絞り込んだ結果、Rubrikを選びました。

コニカミノルタ情報システム株式会社 基盤技術部 尾形 茉耶氏

製品を絞り込んだのは、グループの基幹システムの保守を担当するコニカミノル
タ情報システム ITサービス本部 基盤技術部の尾形茉耶氏です。

コニカミノルタグループが使用していた旧ツールは、グループ内の基幹システム
のデータを毎日1回、パブリッククラウド上に設定されたストレージにバックアッ
プする構成となっていました。

「この構成を変えることなく、旧ツールと同等以上のパフォーマンスでバックアッ
プできるソリューションであることが、選定の第一条件でした。そのうえで、ディ
ザスターリカバリー（災害復旧）を踏まえたバックアップができることも重視しま
した」と尾形氏は説明します。

複数のベンダに照会を行い、製品を提案してもらったところ、上記の要求を満た
す2つのバックアップツールが候補に挙がりました。その中から、最終的に選ば
れたのがRubrikでした。

「2つのツールは、どちらも当社の要件を満たすものでしたが、Rubrikのほうが初期費
用や運用費用を抑えられる点が選定の決め手となりました。もう1つのツールは、旧
ツールと同じ構成を実現するためには追加の作業やライセンスが必要となるので、結
果として割高になることから最終的にRubrikを選びました」と尾形氏は振り返ります。

ソリューション-1
初期費用と運用費用の低さに着目して
2つの候補の中からRubrikを選定



尾形氏による絞り込みを受けて、コニカミノルタもRubrikの選定を承認。2023
年4月、導入が正式に決定しました。

導入から構築までの作業は、旧ツールの導入・運用も支援したパナソニック イン
フォメーションシステムズ（以下：パナソニックIS）がサポートしました。「旧ツー
ルの構成を知り尽くしているパナソニックISに支援してもらったので、同じ構成
のまま構築してもらえるはずだと全幅の信頼を寄せていました」と尾形氏は明か
します。

2024年2月、Rubrikを使った基幹システムのバックアップの仕組みは正式に本稼
働しました。

バックアップの運用も担当する尾形氏は、稼働後のRubrikのパフォーマンスにつ
いて、非常に満足しているようです。

「旧ツールでは、グループ内のすべての基幹システムのデータを、深夜のうち1時
間半以内でクラウド上のストレージにバックアップするという運用を行っていま
した。それ以外の時間は、基幹システムと他のシステムを連携させるバッチ処理
を行うので、バックアップのために取れる時間は1時間半が最大だったのです。
Rubrikに移行してからも同じ時間内でバックアップが完了できているので、パ
フォーマンスには十分満足しています」（尾形氏）

CASE STUDY　コニカミノルタ

ソリューション-2
1時間半で基幹システムのバックアップを完了
パフォーマンスの高さに満足

円滑な運用を継続するためには、
使いやすさや優れた機能といっ
たツールの持ち味が維持され続
けることが大事です。Rubrikは
「長く使えるソリューション」と
して期待しています。

コニカミノルタ株式会社
IT企画部

グローバルITインフラグループ
リーダー（部長）
今野 史子氏



Rubrikのダッシュボード画面は、すべてのバックアップ結果が
ひと目で見られるようになっているので非常に便利です。
必要な情報が1つの画面で把握できるというのは、使い手のことを考え抜いた配慮だと思います。

Rubrikの使い勝手のよさにも満足しているようですが、とくに高く評価している
のは、わかりやすいUIです。

「旧ツールは、バックアップの結果を画面上で確認する際に、ボタンをクリックし
たり、クライアントツールの画面を何度も往復したりする手間がありました。そ
の点、Rubrikのダッシュボード画面は、すべてのバックアップ結果がひと目で見
られるようになっているので非常に便利です。必要な情報が1つの画面で把握で
きるというのは、使い手のことを考え抜いた配慮だと思います」（尾形氏）

また、尾形氏はRubrikのサポート体制についても評価しています。

コニカミノルタが導入した後、Rubrikはバージョンアップ時のサポートに関する
ルール変更を行い、新しいバージョンへの更新作業はユーザー企業が自社で行わ
なければならなくなりました。

ただし、「まだ導入したばかりという事情もあって、直近のバージョンアップでは、特
例としてRubrikにサポートを行ってもらいました。ユーザーの状況に応じて柔軟にサ
ポートをしてもらえる点は、非常にありがたいと思っています」と尾形氏は語ります。

最後にコニカミノルタの今野氏は、「Rubrikは非常に使いやすいソリューションだと
聞いています。円滑な運用を継続するためには、使いやすさや優れた機能といったツー
ルの持ち味が維持され続けることが大事。今後も『長く使えるソリューション』として
期待しています」と語りました。

結果
わかりやすいUIと柔軟なサポート体制を評価

コニカミノルタ情報システム株式会社 基盤技術部 尾形 茉耶氏
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ご質問・お問い合わせ
https://www.rubrik.com/ja/contact-sales

https://www.rubrik.com/ja

サイバーセキュリティ企業であるRubrikは、世界のデータを安全に保護することをミッションとし
ており、The Zero Trust Data Security™の先駆者として、企業がサイバー攻撃、悪意のあるインサ
イダー、および業務の中断に対するビジネスの回復力を達成できるよう支援します。機械学習を活用
したRubrik Security Cloudは、オンプレミス、クラウド、およびSaaSアプリケーション全体のデー
タを安全に保護します。またRubrikは、データの安全性を維持し、厳しい条件下でのデータの可用性
を実現するとともに、データのリスクと脅威を継続的に監視し、インフラストラクチャが攻撃された
場合でもデータと共にビジネスの復旧を支援します。

RubrikはRubrik, Inc.の登録商標です。 本ドキュメント中に記載された会社名、製品名などは、各社
の登録商標 または商標です。


